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事業所における自己評価総括表
事業所名 LITALICOジュニア新瑞橋教室 児童発達支援

事業者向け自己評価表作成日 2025年10月31日 (金)

自己評価総括の担当者 小山・南

実施期間 有効回答数(回答者数) 有効回答数(対象者数)

保護者評価 2025年7月18日(金) - 8月28日(木) 42 46

従業員評価 2025年7月18日(金) - 8月28日(木) 6 9

各評価を受けて事業所内で分析した強みと弱み

事業所の強み（※）だと思われること 
※より強化・充実を図ることが期待されること

事業所の弱み（※）だと思われること 
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

・支援の最大化をめざして、保護者のかたに積極的にご利用追
加やお振替のご案内をしている。
・相談や面談の機会を設けて、保護者の相談支援の機会を設定
している。
・支援計画に沿った支援が提供できている。
・お子様に楽しくご利用してもらうための工夫をしている。

・施設ご利用の際の保護者に向けた環境面の配慮(駐輪所、ベ
ビー対応スペース)
・個別の支援計画の作成(個に合わせたものになっているか)
・プログラムが固定化されないように実施されているか
・保護者同士の連携の企画がない
・非常災害時、防犯対策、感染予防の対応方法について、保護
者さまに周知・説明
・保育所等や放課後児童クラブ、児童館との交流や、地域のお
子さまと活動する機会

▼ ▼
過去の取り組みや課題の振り返り

工夫していることや意識的に行っている取組等 事業所として考えている課題の要因等

・ふりかえやご利用追加の提案の際に、お子様の支援ニーズも
併せてお伝えしている。
・見守りシートを活用してお子様、保護者のかたのリスクや相
談の機会の必要性を日々検討できている。
・集団指導で全員のターゲットを行えるように、A提示をプログ
ラムシートに書く事を統一して行っている。
・教室掲示にお子様の作品を使ったり、玄関先で一言メッセー
ジやクイズをホワイトボードに記載している。
・指導の中で楽しめるプログラムをスタッフが考えている。(わ
にわにパニック、季節の工作、特プロの定期実施)

・場所やスペースの問題、サロン対応の人員やサロンワークの
実施方法の周知
・個別支援計画の作成についてスタッフ間での相談が少ない、
個別支援計画の担当のお子さまの指導に入れておらず、情報が
少ないことがある
・前回やった事がある活動をくり返している場合がある。
・日常的に保護者同士が関わる機会をつくる時間的な余裕がな
い。
・非常災害時、防犯対策、感染予防の対応方法について、日常
的に周知する機会がなかった。
・最低限の地域連携でとどまっている。

▼ ▼
さらなる充実と改善への取り組み

さらに充実を図るための取組等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

・目標プールの活用を充実させる。
・スタッフ全員が事業所内相談を実施できるように研修を実施
する。
・集団指導の振り返りの質を上げる。
・継続して、ご利用の案内やたのしく通って頂くしかけを実施
する。

・3時間支援のご案内
・おむつシートの買い替えやスペースのご案内
・指導割の希望を募る
・過去に何の工作を実施したか分かるカレンダーを作成
・ペアトレの実施
・お子様防災訓練実施の時にFBで保護者の方に伝える。
・地域のイベントをサロンで紹介するコーナーを作る。


